熱帯 医学 第 17 巻 第 4 号 177—179H, 1976 年 2 月 177 


キン パラ ナガ ハシ カ Tripteroides bambusa (Yamada) 
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Autogeny in Tripteroides bambusa (Yamada) 

Akio Moni (Department of Medical Zoology, Nagasaki University School of Medicine) 
ABSTRACT : In the experiment on the diapause of Tripteroides bambusa, it was found 
that a few females showed the autogeny, a phenomenon which is defined here as the egg 
laying without blood meal, when they were transferred from the condition with high 
temperature and long photoperiod to that with low temperature and short photoperiod in the 
larval stage. In order to know more clearly the situation to induce this phenomenon, the 
larvae in each stage, the newly moulted pupae and newly emerged females were transferred 
from the condition with 25°C and 16 hr daylength to the condition with 15°C and 10 hr 
davlength. Those resulting females were supplied with 2% sugar solution and dissected 14 
days after emergence to examine the follicular development. When the larvae over 2nd instar 
or the pupae were transferred from the condition with 25?C and 16 hr daylength to the 
condition with 15°C and 10 hr daylength, 6.0 一 24.1 of females had the follicles in stage 
V (mature egge) and the follicles in many of remaining females were in stage II or III. 
However, none of the females which had been transferred just after emergence or had 
not been transferred had the follicles developed beyond stage II. Also, the autogeny was 
observed in females which had emerged in spring from overwintering larvae collected in the 
field and reared outdoors. From those experiments, it willbe said that the autogeny in 


this mosquito species is influenced by low temperature and short photoperiod in immature 


stage. 
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は じ め に 虫 の 一 部 が 無 吸 血 で 産卵 し , その 卵 が 正常 に 明 化 する 
の を 発見 し た . そこ で この よう な 無明 血 産卵 が 生じ る 
キン パラ ナガ ハン シカ Tripteroides bambusa は 本邦 条件 の 詳細 を 明らか に する た め , まず 高温 長 日 で 飼育 
に 広く 分 布 し CER. 1968), 顕著 な 昼間 吸血 性 を 示 し た 種々 の 令 期 の 幼虫 お よび 由 を 低温 短 日 に 移し , 羽 
す 種 で ある が (別宮 , 1954), その 生態 に つい て は ほ 化す る 雌 成虫 の 濾胞 の 発育 程度 を 調べ た . さら に 野外 
と ん ど と 明らか に され て いた ない. 筆者 は 本 種 幼虫 の 休眠 の 越冬 4 令 幼 虫 を 屋外 で 飼育 羽化 させ , 同じ よう に 雌 

に つい て の 実験 の 過程 で , 高温 長 日 で 飼育 され て いる 成虫 の 濾胞 の 発育 程度 を 調べ た . 


幼虫 を 低温 短 日 に 移し た と ころ , それ か ら 羽 化し た 成 
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材料 と 方 法 


25°C, 16 RERI で 累代 飼育 し て いる キン パラ ナ 
ガ ハ ン ジン カ の 中 か ら 12 時 間 以 内 CHELE E S O% 
E, Hrg 200 個 体 ず つ 15 °C, 10 時 間 照 明 に 移し 
て 飼育 羽化 させ た . 同様 に 25°C, 16 時 間 照 明 で 12 時 
間 以 内 に 羽化 し た 約 100 個 体 の 雌 お よび 雄 成 虫 も 15 
°C, 10 時 間 照 明 に 移し た . な お , 実験 に 用 いた 系 統 は 
長崎 大 学 熱帯 医学 研究 所 寄生 貝 学部 門 か ら 分 与 を 受け 
だ た も の で ある . 

上 述 の 材料 に 加え て , 長崎 市 の 竹 答 で 越冬 し て いた 
4 幼虫 を 採集 し , 屋外 で 飼育 羽化 させ た も の も ゃ 実験 に 
用 いた . 

幼虫 は 200 個 体 ず つ 1000ml の 水 を いれ た バッ ト 
(25x20x 4cm) で 飼育 し , 餌 と し て は エビ オス と 粉 


末 化 し た マウ ス の 固 型 飼料 を 混合 し た も の を 使用 し た . 


成虫 に は 2 ある い は 10 の 砂糖 水 を 与え , 羽化 

後 2 週間 飼育 し た も の に つい て 濾胞 の 発育 状態 を 調べ 
た . 濾胞 の 発育 状態 の 記載 は Kawai (1969) の ュ ガ タ 
アカ イエ ニカ に 準じ た . 


第 1 表 に 25°C, 16 時 間 照 明か ら 15?C 10 時 ERE 
移し た 時 期 の 人 逢い に よっ て 光 胞 の 発育 状態 が どの よう 
に 変る か を 示し た . 卵 ま た は 1 令 よ り 15°C 10 時 間 照 
明 で 飼育 し た も の は ほとん と 踊 に な ら ず 4 令 で 発育 が 
ED, いわ ゆる 越冬 幼虫 に な っ た と 考え られ る の で こ 
の 表 か ら は 省 い た . り 期 卵 を 形成 し て いた 個体 は 24 
Dobit TOE 15°C, 10 時 間 照 明 に 移 し た 実験 区 
(a, b, e, d) で み ら れ る の に 対し , 羽化 し て か 
ら 15?C, 10 時 間 照 明 に 移し た 区 Ce) お よび 成虫 期 


も 25°C, 16 時 間 照明 で 飼育 し た 区 Cf) に は VEISE 
形成 個体 は まっ た くみ られ な か っ た . な お e, f) 
の すべ て の 個体 で 濾胞 が 1 期 ま で し か 発育 し て いな い 
の に 対し , Ca, b, e, d) で は 有期 以上 に 発育 し 
て いる も の が か な りみ られ , 早い 時 期 に 15°C, 10 時 
間 照 明 に 移し た も の 程 良 く 発 育 し た も の が 多く な る 傾 
向 が みみ られ る . 

次 に 第 1 表 に 示し た V 期 卵 保有 肉 の 各個 体 の 期 卵 
数 を 第 1 図 に 示し た . 最少 は (c) 0348, 最大 は 
(a) の 37 個 で あっ た . これ ら の り 期 卵 数 と 15?C, 
10 時 間 に さ らし た 発育 段階 と の 間 に 相 関 は 認め られ な 
V. 

第 2 表 に 野外 で 越冬 し て いる 4 令 幼 虫 を 屋外 で 飼育 
羽化 させ た 雌 の 濾胞 の 発育 状態 を 志す. 10 あ 砂糖 水 区 
TEE LEHED 25292303, また 2 多 砂 糖 水 区 で は 5 
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Fig. 1. The number of maturc eggs in ovaries 


of each T. bambusa in Table 1. 


Table 1. Follicular stages in T. bambusa that were reared under various conditions 
Developmental stages*exposed to No. 9 9 with each 
Experimental specific temperature and photoperiod No.9 9 follicular stage*** 

Bono 25°C, 16hr 15°C, 10hr dissected! NA The IB HE Y 
a E I II III IV P A** 29 2 6 9 5 7 
b E I I IH IV P A** 28 11 9 6 2 
c E I H IH IV P A** 23 4 14 1 4 
d E I H HI IV P A** 30 11 15 2 2 
e E III HI IV P A** 30 30 

f E I IH III IV P A** 28 28 


* Roman numerals show larval instars, E—egg, P=pupa, A-adult. 
** Adults were supplied with 2% sugar solution. 
*** The definition of the developmental stages of follicles is given after Kawai (1969). 
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Table 2. Follicular stages in T. bambusa that were reared outdoors from 
field-collected overwintering 4th instar larvae 


No. 9 9 with each 


Date of Date of TE A 9 follicular stage 
: ` | 
collection emergence of sugar solution dissecte N-Ib Ila Hb II IV V 
November 23, 1974 April 27-May 3, 1975 102 16 11 1 4 
March 3, 1975 April 27-May 3, 1975 2% 20 15 3 1 i 


の 雌 が V 期 卵 を 保有 し て お り , Ta また は lb に ま 
で 発育 し た 濾胞 を も っ て いる も の も か な りあ っ た . こ 
の こと は 野外 個体 群 の 中 に も 無 吸 血 で 産卵 を 行う も の 
の ある こと と を 示 し て いる と 思わ れる . 


確認 され た . 

キン パラ ナガ ハン カ の 場合 , 幼虫 時 代 に 低温 短 日 に 
移し て 飼育 し た も の に 成就 卵 ま た は 卵黄 が 形成 され た 
濃 胞 を 持っ た 個体 が 多い の に 対し , 高温 長 日 で 幼虫 か 
ら 成 虫 まで 飼育 し た も の で は 卵黄 を 形成 し た 個体 が み 
られ な か っ た こと か ら , 温度 お よび 日 長 と いう 環境 要 
因 が 無明 血 産卵 た 影響 を 与え る こと は 確か と 思わ れ 


* EE 


現在 , dkdpgEO ECC Imo Z cmn 
Cv 218r. オオ カ 亜 科 を 除き チカ イエ カ OB, 
19043, トウ コウ ヤブ カ (Omori, 19062), ヒト スジ シ 
マカ ( 江 下 ら , 1974) で ある が , 今回 の 実験 で キン パ 
ラナ が ガ ハン カ に ゃ 無 吸血 産卵 を 行う 個体 の ある こと が 


る . な お 成虫 期 に 与え た 砂糖 水 の 濃度 に よる 無 吸 血 産 
卵 率 の 違い は , 実験 に 用 いた 個体 が 野外 で 採集 きれ た 
も の で あっ た た め に 幼虫 期 の 環境 が 均一 で は な く , 今 
回 の 実験 で は 明らか で は な い . 


稿 を 終る た あたり 御 指 導 , 御 校 半 を いた だ いた 和田 義人 教授 に 深く 感謝 いた し ます . 
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